
私たちは、皆さんから寄せられたカンパや支援を被災地に届けます
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支
援
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拠
出
に
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協
力
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だ
さ
い

大震災直後に宮城県に向かった全労連カー

被
災
者
の
い
の
ち
、
被
災
地
優
先
の
対
策
を

全
国
か
ら
支
援
の
取
り
組
み
を

３
月
11
日
午
後
発
生
し
た
地
震
は
、

直
後
に
巨
大
な
津
波
を
発
生
さ
せ
、
岩

手
県
、
宮
城
県
、
福
島
県
、
茨
城
県
な

ど
の
太
平
洋
岸
に
甚
大
な
被
害
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。
加
え
て
、
東
京
電
力

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
放
射
能

事
故
が
、
大
震
災
の
被
害
を
よ
り
深
刻

な
も
の
に
し
て
い
ま
す
。

津
波
に
よ
っ
て
衣
食
住
の
す
べ
て
を

失
っ
た
被
災
者
に
、
食
料
も
暖
房
も
医

療
さ
え
も
十
分
に
行
き
渡
っ
て
い
ま
せ

ん
。
一
日
も
早
い
支
援
が
必
要
で
す
が
、

大
震
災
以
降
の
全
国
的
な
燃
料
不
足

も
あ
っ
て
、
被
災
者
に
届
い
て
い
な
い
状

態
で
す
。
全
国
の
皆
さ
ん
が
力
を
寄
せ

合
っ
て
、
支
援
に
立
ち
上
が
り
ま
し
ょ

う
。

被
災
地
復
興
の
た
め
に
も

大
震
災
後
、
製
造
業
大
企
業
で
の
生
産
調
整
、

一
時
的
な
需
給
減
や
原
材
料
不
足
な
ど
に
よ

る
雇
用
調
整
な
ど
が
起
き
始
め
て
い
ま
す
。
被

災
地
は
も
と
よ
り
、
他
の
地
域
で
も
雇
用
不
安

が
広
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。
被
災
地
が
一
日
も
早

く
復
興
す
る
た
め
に
も
、
日
本
国
内
の
経
済
活

性
化
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
雇
用
の

安
定
と
生
活
で
き
る
賃
金
所
得
の
確
保
、
中
小

零
細
企
業
へ
の
経
営
支
援
な
ど
が
必
要
で
す
。

一
部
の
輸
出
大
企
業
向
け
の
対
策
で
は
な
く
、

労
働
者
、
自
営
業
者
、
中
小
零
細
企
業
・
事
業

者
の
雇
用
と
仕
事
を
守
ら
せ
る
施
策
を
政
府

に
求
め
る
こ
と
は
、
今
こ
そ
必
要
で
す
。
災
害

に
強
い
地
域
・自
治
体
づ
く
り
の
取
り
組
み
と

あ
わ
せ
、
ご
一
緒
に
力
を
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。

政
治
の
役
割
発
揮
を

私
た
ち
の
「震
災
対
策
本
部
」
は
、
3

月
17
日
に
、
①
必
要
な
物
資
の
確
保
、

②
被
災
地
、
全
国
で
の
燃
料
確
保
、
③

原
子
力
発
電
所
爆
発
事
故
へ
の
万
全
の

対
応
、
の
3
点
を
緊
急
に
申
し
入
れ
ま

し
た
。

医
療
の
継
続
的
な
提
供
が
不
可
欠
な

障
害
者
・難
病
を
持
つ
方
な
ど
災
害
時

の
「生
活
弱
者
」の
要
求
を
政
府
に
届

け
る
、
計
画
停
電
に
よ
る
混
乱
へ
の
対

処
を
求
め
る
、
被
災
地
か
ら
避
難
さ
れ

た
方
々
へ
の
対
策
な
ど
を
政
府
と
自
治

体
に
迫
る
、
な
ど
の
取
り
組
み
な
ど
も

強
め
て
い
ま
す
。


	スライド番号 1

